
全日制専門学科（農業）

令和４年に創立116年目を迎える伝統の
ある農業高校です。園芸科学科は野菜、
果樹、草花の栽培や造園などについて、
畜産科学科は家畜の飼育や管理、乳加
工・肉加工技術について、農業総合科は
食品製造や、付加価値の高い農業経営能
力の実現をめざして学習しています。各
科とも実験・実習を中心とした体験的な
学習で実践力を身に付けています。

園芸科学科の生徒・教員
地域連携部会担当教員

公益財団法人
相模メモリアルパーク
県立愛川高校

＜公益財団法人 相模メモリアルパーク＞
愛川町三増にある霊園で、良質な墓地を
開発・提供及び管理等を行っています。

＜神奈川県立愛川高等学校＞
相模メモリアルパーク近隣にある連携型
中高一貫校であり、愛川町立３中学校と連
携しながら多様な教育活動を展開していま
す。コミュニティ・スクールとして地域に
開かれた教育課程を先取りし、地域社会に
貢献できる人づくりをめざしています。

本校は、園芸科学科・畜産科学
科・農業総合科の３つの専門学科が
あり、それぞれの学科における学習
活動の成果物（これまで育てた野菜
や草花、食品加工品）を地元の方に
販売したり、コサージュの制作指導
を他校で行ったり、学習をとおして
得た技術を活かした取組を行ってき
ました。

そんな中、県立愛川高校の地域連
携サークルの生徒から相模メモリア
ルパークの環境整備を行うために、
本校で育てた花の苗を使用したいと
依頼されました。

本校生徒の成果物を、地域だけで
なく、同じ県立高校の生徒に役立て
ることができる良い機会であるとと
もに、本校のスクール・ポリシーで
ある、地域や社会の健全で持続的な
発展を支える意識及び態度を身に付
ける機会と感じ提供することとしま
した。 中央農業高等学校①

地域連携部会
花の苗の提供



愛川高校からの依頼を園芸科学科で
受けることに決定

相模メモリアルパークと相談し、花
を選定

花の苗の育成と提供

地域貢献の経験を生かして、生徒の
学び広げる

生徒の成果物や技術
の高さを地域や他校
に知ってもらい、生
徒の学びが広がると
いいなぁ。

2021年12月

2021年12月

2021年10月

愛川高校の先生から、
愛川高校が実施する
ボランティア活動で、
中央農業高校の生徒
が育てた花を使いた
いと依頼があり、園
芸科学科が動き出す。

作業する人が高校生の
ため、植えやすい花を
選ぶ。
冬の時期を彩るパン
ジー・ビオラ、春はマ
リーゴールド・ペチュ
ニアなど、季節に沿っ
た花壇苗にする。

より綺麗で丈夫な状態に
するために、販売前日は
水を十分にあげたり、害
虫が付かないように工夫。
また、肥料をあげ、長持
ちするようにした。

2022年度は５回販売予定

生徒が学習の中で身に付けた成果
をもっと地域に還元したり、県立
学校間の連携を深めていきたい。

成果物（花）を提供するだけでな
く、育て方や扱い方など、知識や
技能を生かした取組をすることで
生徒の学びを広げたい。

・相模メモリアルパーク
施設を利用された方から綺麗な花だと
大好評でした。
・愛川高校
自分たちと同じ高校生が育てた花だと思
うと、一層大切にしたいと思いました。

試行錯誤して育てた花を綺麗に飾っ
てもらい、また地域貢献できたこと
を嬉しく思います。多くの人に元気
を与えられることに誇りをもって今
後も花を育てたいと思いました。

取組内容
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